
                              

 
平成 22 年 8 月 2 日 

各      位 
会 社 名 株式会社ダイド－リミテッド  
代表者名  取締役社長 安江 惠 
（コード番号 3205  東証・名証第一部） 
問合せ先  経営管理室長 福羅 喜代志     

（TEL．03－3257 －5022 ） 
 

連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成 22年 5 月 6日に公表した平成 23 年 3 月期(平成 22 年 4 月 1日～

平成 23 年 3 月 31 日)の第 2 四半期連結累計期間及び通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

 

                     記 
 1.平成 23 年 3 月期第 2四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成 22年 4 月 1日～平成 22 年 

9 月 30 日） 

  修正の内容                                (単位:百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 11,800 △300 △430 △380 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 12,000 △300 △450  △50 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 200 ― △20 330  

増 減 率            （％） 1.7％   ― ―  ― 

（ご参考） 

前期実績（平成 21 年 9 月期） 
12,391  △201 △320 △402 

 
 2.平成 23 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 4月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

  修正の内容                                (単位:百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 25,500 800 1,000 600 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 25,800 750 950  650 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 300 △50 △50 50  

増 減 率            （％） 1.2％   △6.3％ △5.0％ 8.3％ 

（ご参考） 

前期実績（平成 22 年 3 月期） 
26,304  505 563 29 

 

    業績予想修正の理由 

 売上高の増加の主たる要因は、ニューヨーカーの婦人服の売上高が増加したことによります。 

営業利益の変動は、婦人服の利益が増加いたしましたが、OEM・ニット販売の営業損失が増加した

ことによります。経常利益の変動は、営業利益までの影響および持分法適用会社の収益予想の減

少によるものです。 



当期純利益は、第 1 四半期にグループ子会社組織再編に伴う繰越欠損金に対する繰延税金資産

1,233 百万円を計上いたしましたが、第 1四半期に全ての計上をいたしました結果、第 2四半期以

降その繰延税金資産の取崩を計上することとなります。その取崩額の予想額は、第 2 四半期 104

百万円、第 3四半期 133 百万円、第 4四半期 122 百万円を予定しております。 

また、第 2 四半期には投資有価証券のうち償還期日の迫っております外国債券の売却を予定して

おり、その売却損失 570 百万円を想定しております。 

その結果、第 2四半期累計期間の当期純損失は、330 百万円減少しますが、第 3四半期・第 4四半

期に取り崩します繰延税金資産の額が下半期の当期純利益を減少させることとなり、通期の業績

予想の当期純利益は、50百万円の増加を想定しております。 

 
（注）本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、

多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績は、さまざまな重要な要素により、本業績予想

とは異なる結果となる可能性があります。 
以上 

 

 

 

 

 

 
                   


